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総合化事業計画を認定しました

◆総合化事業計画の概要◆

山本さんは、平成27年より丹波篠山市川北地区で
黒大豆と露地野菜を生産し、市内の直売所や三田市、
神戸市内の小売店への卸売と大阪府堺市内の消費者
へ直接販売を行っています。

令和２年３月末に認定を取得した総合化事業
計画では、丹波篠山川北黒大豆を使用した黒豆
味噌と黒豆プリンを製造し、インターネット等
で「丹波篠山黒豆プリン」の販売を行っていま
す。
この取組により、丹波篠山川北黒大豆のブラ

ンド力が高まるとともに規格外黒大豆の付加価
値が向上することや、新たな雇用の創出にも繋
がることが期待されています。

丹波篠山川北黒豆を活用した「丹波篠山黒豆プリン」

詳しくは https://www.maff.go.jp/j/kanbo/maff-app.html

農林水産省は、農業者と農林水産省をつなぐ
新たなコミュニケーションツールとして開発し
た「MAFFアプリ」（スマートフォン用アプリ
ケーション）の提供を開始しました。
農業に役立つ政策情報等がお手元に直接届く

とともに、現場の声を農林水産省に直接届けて
いただけます。ぜひご活用ください！
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総合化事業計画は、六次産業化・地産地消法に基づき、農林漁業者等が農林水産物等の生産
及びその加工又は販売を一体的に行う事業活動に関する計画のことで、農林漁業者等の所得の
向上や農林漁業経営の改善を図ることを目的として国が認定を行っています。
このたび、3月末に認定した山本隆さんの事業計画をご紹介します。

農業者と農林水産省をつなぐ
新たなコミュニケーションツール「MAFFアプリ」の提供開始！



農林水産省では、令和2年度補正予算が成立したことを受け、
農林漁業者や食品関連事業者の方々が支援の内容を探しやすい
ウェブサイトをオープンしました。新型コロナウイルス感染症に
伴う支援策を、他省庁の支援策も含め、取りまとめています。

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける
農林漁業者・食品関連事業者への支援策

詳しくは http://www.maff.go.jp/j/saigai/n_coronavirus/support.html

経済上の理由により事業活動の縮小を余儀なくされた事業主が、労働者に対して一
時的に休業、教育訓練又は出向を行い、労働者の雇用の維持を図った場合に、休業手
当、賃金等の一部を助成します。（農業経営者の皆様も対象となります。）
詳しくは厚生労働省のホームページでご確認ください。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyuf
ukin/pageL07.html

農業を営んでいる、暫定任意適用事業所の事業主（雇用保険適用事業主に該当しな
い、労働者災害補償保険事業主に該当しない）は、本制度の申請書類に農林水産省が
発行する「農業等個人事業所に係る証明書」の添付が必要です。
受付場所は、近畿農政局兵庫県拠点地方参事官室です。

詳しくは農林水産省のホームページでご確認ください。
https://www.maff.go.jp/j/keiei/nougyou_jinzaiikusei_kakuho/singatakoronatai
ou/kinnkyuutokuteitiiki.html

新型コロナ感染症拡大により、特に大きな影響を受ける事業者に対して、事業の継
続を下支えし、再起の糧となる、事業全般に広く使える給付金について、5月1日から
支給申請を開始しています。
農業、漁業、製造業、飲食業、小売業をはじめ幅広い業種で、事業収入（売上）を

得ている法人・個人の方で、2020年1月以降にひと月の売上が前年同月比で50％以
上減少している方が対象となります。
（売上減少の計算方法は、以下のホームページで詳細をご確認ください。）

事業目的別に探せます

販売促進、事業継続、資金繰り、
労働力確保、食料の安定供給、
外食産業の衛生管理徹底 …など

事業者別に探せます
野菜・花き・果樹生産者
肉用牛生産者、酪農生産者
林業者、漁業者 …など

持続化給付金（農林漁業者、食品関連事業の皆様も対象です）

雇用調整助成金の特例措置の拡大（緊急雇用安定助成金含む）

他省庁による農林漁業者・食品関連事業者が活用可能な主な支援策

事業別の詳細は農林水産省のホームページでご覧ください。
https://www.maff.go.jp/j/saigai/n_coronavirus/benefit.html

申請の詳細は経済産業省のホームページでご覧ください。
https://www.meti.go.jp/covid-19/jizokuka-kyufukin.html



農林水産省では、新型コロナウィルス感染症の影響で発生する
未利用食品について、食品として有効活用する取組を推進して
います。

新型コロナウィルス感染症の影響で発生する
未利用食品の活用促進について

農林水産省は、学校給食や外食産業における牛乳や
乳製品の消費の減少の影響を受ける酪農家を支えるた
め、牛乳やヨーグルトを普段より１本多く消費するこ
とを推進する「プラスワンプロジェクト」を実施して
います。

〇未利用食品の販売（フードシェアリング）を促進するビジネス情報の募集と掲載

〇イベントや学校給食の休止、飲食店の休止・時間短縮、観光客・インバウンドの減少など、
影響を受け発生する全ての未利用食品を対象に、全国のフードバンクに一斉発信

〇学校給食の休止に伴い、食品関連事業者等に対して、（ア）フードバンクに寄附する際の
輸配送費、（イ）再生利用（飼料化、肥料化等）する際の輸配送費や処理費、を支援

詳しくは https://www.maff.go.jp/j/press/shokusan/kankyoi/200430.html

「花いっぱいプロジェクト」お家やオフィスに花を飾ってみませんか？

農林水産省は、新型コロナウイルスの影響で需要が減少し
ている花きの消費拡大を図るため、「花いっぱいプロジェク
ト」を実施しています。
ホームページでは、プロジェクトの趣旨に賛同し、取組み

を行っている各地、各団体、各企業の事例紹介や、「キャン
セルになった花材を購入したい。」「キャンセルになった花
材の提供先を探している。」等々の声を、活動協力登録リス
トにて紹介しており、各取組の登録も募集中です。

詳しくは https://www.maff.go.jp/j/seisan/kaki/flower/hana-project.html

日本の牛乳を救う「プラスワンプロジェクト」にご協力ください

詳しくは https://www.maff.go.jp/j/chikusan/gyunyu/lin/plusone_project.html

毎日牛乳をもう
（モ～）1杯！
育ち盛りはもう
（モ～）１パック！

生乳生産にあたっては、乳牛の病気を防ぐ
ため搾乳し続ける必要があり、工場で生産さ
れる産物とは違って、生乳の生産量は短期的
にコントロールできません。
生乳の廃棄といった食品ロスを生じる事態

や、乳牛を減らすことにならないよう、ぜひ
ご協力をお願いします。



農林水産省では、これらの取組を通じ、農林水産業・食品産業を若
者が自らの未来を託せる産業としていくことを目指します。
新型コロナウイルス感染拡大防止のため休校となっている農業高

校・農業大学校の生徒・学生をはじめ、多くの関係者の皆様に本動画
をご覧いただき、この機会にこれらの産業を安全な職場にしていくこ
とについて理解を深めていただきたいと考えています。
詳しくは

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/sagyou_anzen.html

農林水産省では、｢春の農作業安全確認運動｣の一環として、農作業安全
に対する国民意識の醸成及び効果的な推進を図るため、4月10日から6月
26日までの間、農作業安全を広く呼びかける「令和２年農作業安全ポス
ターデザインコンテスト」を開催します。

編集後記

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-5177
2020.05

「令和２年農作業安全ポスターデザインコンテスト」の開催

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

GWが開けていよいよ田植えが始まる時期となりました。この時期は新緑に映え生命の息吹を力強
く感じます。現在、新型コロナウイルス感染症防止の観点から外出自粛のため、出歩くことを控えて
いますが、終息したならば自然を満喫したいと思いますので、１日も早い終息を祈念いたします。
また、インバウンド需要や輸出の低迷から消費拡大キャンペーンが実施されている牛肉や日本酒の購
入にも少しでも貢献したいと考えていますので、皆さまも是非ご検討ください。(HT)

兵庫県拠点 地方参事官 三浦晃からのご挨拶

農林水産業や食品産業においては、これまでも各分野の課題に対応した作業安全対策を講
じてきましたが、引き続き死傷事故が多発しています。農林水産省では、農林水産業・食品
産業において作業安全対策を一層推進するため、分野を横断して全国の関係者と連携した取
り組みの気運を醸成することを目的として3月17日にシンポジウムを開催し、その動画を配
信しています。また、農林水産業の現場の作業安全対策に資する新技
術を集めたカタログを作成しました。

農林水産業・食品産業の現場の新たな作業安全対策について

４月に兵庫県拠点にまいりました三浦と申します。兵庫県での仕事は初
めてとなります。兵庫県は、南は瀬戸内海と太平洋、北は日本海に面し、
多様な自然環境と風土の下で多彩な農林水産業が営まれ、ブランド力の高
い農林水産物が数多く生み出され、前任地の北海道とは全く異なる農林水
産業に触れることになると期待しております。

詳しくは https://www.maff.go.jp/j/press/seisan/sizai/200410.html

そのような中、新型コロナウイルスの発生により農林漁業へ様々な影響を及ぼし多くの農
林漁業関係者の皆様が大変な御苦労をされており、まさに地方参事官が現場の声に耳を傾け、
課題を解決する時だと思っております。行動の制限などもありなかなか現場にでることがで
きず忸怩たる思いですが、時期がきましたら、これまで以上に皆様のもとへ精力的に足を運
び、耳を傾けてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。


